
講習会のお知らせ（豊かな土は微生物の力と有機物） 
 

◇ ご案内 

 現在有機農業の栽培技術が一般圃場における増収技術として関心を集めています。「有機

物を有効に活用することにより土壌の力をよみがえらせる」をテーマに東京農業大学名誉

教授吉羽雅昭先生の講習会を開催しますので多くのみなさまのご参加お待ちしています。 

 

日時：平成 30 年 7 月２5 日(水) 14:00～ 

場所：（大地の MEGUMI 試験圃場 選別倉庫） 

 

 14:00

～ 
開会・主催者挨拶 

 14:15

～ 

◇ 有機実証圃見学及び取り組みの説明 

大空町有機農業推進協議会   会長 赤石昌志 

 15:15

～ 

◇豊かな土は微生物の力と有機物 

東京農業大学名誉教授   吉羽雅昭 様 

 16:45

～ 
◇ 質疑応答 

 17:00

～ 
閉会 

 

 

 



主催：大空町有機農業推進協議会 

共催：オホーツク有機農業ネットワーク 

【参加申し込み・お問い合わせ】 

大空町有機農業推進協議会事務局（㈱大地の MEGUMI 内） 

TEL：0152-74-3020 FAX：0152-74-3181 

E ﾒｰﾙ：kankyo.hozen@oozora-yuuki.com    担当：赤石 

 

参 加 申 込 書 
 

 氏   名 市町村・団体名 電話番号 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

申込期限：7月 20 日(金)まで 

FAX：０１５２－７４－３１８１ 

E ﾒｰﾙ：kankyo.hozen@oozora-yuuki.com 大空町有機農業推進協議会 赤石  

7 月 20 日(金)まで

にお申し込みください。 

お申し込みください。 



吉羽雅昭略歴（2018 年 5 月現在） 

 昭和 17年 11月東京都中央区生まれ。昭和 40年 3月東京農業大学農学部農芸化学科を卒

業、昭和 44 年 4 月東京農業大学教養課程自然科学分野助手として採用、昭和 47 年 4 月農

芸化学科に移籍、昭和 50年 10月講師、昭和 53年 4月から土壌学研究室から肥料学研究室

に所属変更、昭和 62年 10月助教授、平成 8年教授、平成 10年 4月改組により応用生物科

学部生物応用化学科教授、平成 20 年３月東京農業大学定年退職。この間、平成 10 年 4 月

～12年 3月教職課程主任、平成 12年 4月～13年 3月東京農業大学教職・学術情報センタ

ー長兼農業資料室長、平成 13 年 4 月～平成 20 年 3 月東京農業大学第一高等学校校長、平

成 17 年 4 月～平成 20 年 3 月東京農業大学第一高等学校中等部校長、平成 13 年 4 月～平

成 19年 7月学校法人東京農業大学理事。 

 研究は土壌学研究室時代では主として土壌生産性改良対策を中心に全国の農用地の調査

分析に取り組む。肥料学研究室では主として植物の栄養生理分野で花き植物の窒素栄養代

謝あるいは炭酸ガス施肥の研究に取り組む、また農業生産と環境分野として不耕起水田の

メタン生成、水圏の窒素負荷などの解明に取り組むと同時に、未利用資源の有効利用として、

アミノ酸発酵廃液や下水汚泥あるいは網走湖浚渫土の農地還元の方策等を確立した。 

 学会活動は土壌肥料学会理事を 4 期に亘って務めると共に、学術会議土壌肥料植物栄養

研究連絡委員会委員、国際土壌科学会議と国際植物栄養科学会議の組織委員会委員などを

歴任した。 

 社会活動として地元伊勢原市環境対策審議会委員、秦野市伊勢原市環境衛生組合クリー

ンセンター施設検討委員会委員、網走湖浚渫土農業利用研究会専門委員、私立大学連盟中

等・高等教育連携会議運営委員、東京私立中学高等学校協会 8 支部支部長などを引き受け

た。 

 定年前の 7 年間は中等教育行政に携わり、校長理事として東京農業大学第一高等学校の

新校舎建設と中等部の開設し首都圏で評価される学校に改革した。 

 平成 20年４月独立行政法人農林水産消費安全技術センター理事長就任 

平成 20年 6月東京農業大学名誉教授 現在に至る 

 平成 25年 3月独立行政法人農林水産消費安全技術センター理事長退任 

 平成 26年 2月ＮＰＯ法人北海道オーガニック推進協会顧問 現在に至る 

 平成 26年 5月網走湖浚渫土の農地還元方策の成果で日本河川協会河川功労賞受賞 

 平成 27年 10月一般社団法人有機ＪＡＳ資材評価協議会理事 

 平成 28年 6月一般社団法人有機ＪＡＳ資材評価協議会副代表理事 現在に至る 

 


